
老齢厚生年金老齢厚生年金のの繰上げ支給について繰上げ支給について
年金を受け取る年齢を早めることはできますか？

繰上げ請求の注意点
● 特例支給開始年齢から1カ月繰上げるごとに0.5％の減額率が入ります。この減額率は生涯変わらず、また一度繰上
げ請求を行うと、取消・変更はできません。
● 公務員として在職中（退職後に公務員として再任用の場合を含む。）に繰上げ請求を行うと老齢厚生年金等は在職停止
により全額または一部停止になってしまうため、退職後に繰上げ請求を行ってください。
● 老齢厚生年金等の繰上げ請求を行うと、同時に65歳からの老齢基礎年金の繰上げも行われます。

繰上げ請求のモデルケース

　年金太郎さん（昭和32年12月30日生まれ）、平成30年3月31日定年退職、一般組合員
　［年金額］　老齢厚生年金1,300,000円　退職共済年金（経過的加算）200,000円　老齢基礎年金779,300円

〔繰上げ請求後の年金額の計算式〕
■繰上げ支給の老齢厚生年金または退職共済年金（経過的加算額）
　 老齢厚生年金または退職共済年金（経過的職域加算額）×（1－0.5%×繰上げ請求月から特例支給開始年齢到達月の
前月までの月数）
■繰上げ支給の老齢基礎年金
　老齢基礎年金×（1－0.5%×繰上げ請求月から65歳到達月の前月までの月数）

　この場合、繰上げ支給の老齢厚生年金等は、特例支給開始年齢の63歳から32カ月繰上げているので、0.5％×32カ月＝16%の
減額率となります。また、老齢基礎年金は本来の支給開始年齢の65歳から56カ月繰上げているので、0.5％×56カ月＝28%の減
額率となります。

60歳以降、特例支給開始年齢より早く年金を受け取ることはできますが、
一定の割合で減額される等、注意点を考慮して請求する必要があります。

60歳 退職 繰上げ請求 65歳63歳

❶ 老齢厚生年金（特別支給）
1,300,000円

❶ 老齢厚生年金（本来支給）
1,300,000円

❷ 退職共済年金（経過的職域）
200,000円

❷ 退職共済年金（経過的職域）
200,000円

❸ 老齢基礎年金（国民年金）
779,300円

63歳～ 65歳までの年金額
1,500,000円　（❶ +❷）

繰上げ支給における年金額
1,821,096円　（❶ +❷ +❸）

65歳以降の年金額
2,279,300円　（❶+❷+❸）

❶ 老齢厚生年金（繰上げ支給）
1,092,000円

❷ 退職共済年金（経過的職域）
168,000円

❸ 老齢基礎年金（繰上げ）（国民年金）
561,096円

※ 退職後、平成30年4月
に繰上げ請求した場合

繰上げ請求する場合

繰上げ請求しない場合
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【老齢厚生年金の繰上げ請求と老齢基礎年金を全部繰上げ請求した場合の減額割合の目安】

表中の割合について
　各欄内の記載については、上段については老齢厚生年金および退職共済年金（経過的職域加
算額）の繰上げ開始年齢ごとの減額の割合、下段については老齢基礎年金の繰上げ請求開始年
齢ごとの減額の割合を記載しています。

生年月日
（ ）内は特定消防組合員

特例支給
開始年齢

繰上げ請求年齢

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳

－
（S34.4.2～S36.4.1）

繰
上
げ
し
な
い
場
合
の
開
始
年
齢

61歳
  6% － － － －

30% 24% 18% 12%   6%

S30.4.2～S32.4.1
（S36.4.2～S38.4.1） 62歳

12%   6% － － －

30% 24% 18% 12%   6%

S32.4.2～S34.4.1
（S38.4.2～S40.4.1） 63歳

18% 12%   6% － －

30% 24% 18% 12%   6%

S34.4.2～S36.4.1
（S40.4.2～S42.4.1） 64歳

24% 18% 12%   6% －

30% 24% 18% 12%   6%

分岐点（※） 77歳 78歳 79歳 80歳 81歳

※ 分岐点とは、通常に受け取った場合と繰上げた場合との年金額の累計額がほぼ同額となる年齢です。なお、分岐
点には個人差がありますので注意してください。

　繰上げ請求は、請求者本人の事情（再就職の有無、退職後の収入、健康状態等）を考慮して判断することが大切です。
ご不明な点や、具体的な請求方法については、本組合までお問い合わせください。

お問い合わせ先　年金課　☎048-822-3307
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退職等年金給付（年金払い退職給付）について

　平成27年10月1日から被用者年金制度が一元化されたことに伴い、共済年金の職域年金相当部分については廃止となりま
したが、平成27年10月以降の組合員期間については、新たな公務員制度として退職等年金給付が共済組合から支給されます。

■  退職等年金給付（年金払い退職給付）にかかる基準利率等、適用になる率については、下記の地方公
務員共済組合連合会ホームページをご覧ください。

　地方公務員共済組合連合会では、ホームページに基準利率や年金現価率等に関する情報を掲載しています。
今後、これらの率についての関連情報等を掲載していきますので、是非、ご覧ください。
　http://www.chikyoren.or.jp/（地方公務員共済組合連合会トップページ）
　トップページの、「年金払い退職給付制度」からご覧いただけます。

地方公務員共済組合連合会地方公務員共済組合連合会 検 索

■  退職等年金給付（年金払い退職給付）の詳細については…

年金ガイド 年金給付
事 業

退職等年金給付
（年金払い退職給付）

　全国市町村職員共済組合連合会のホームページ
「年金ガイド」をご確認ください。

▶http://www.shichousonren.or.jp

お問い合わせ先　年金課　☎048-822-3307

インターネットで将来の年金見込額を閲覧できます

　地共済年金情報Webサイトをご利用いただきますと、ご自身の年金見込額等（※）の年金個人情報をパソコンで閲覧する
ことができます。是非ご活用ください。
（※）年金見込額は、確認時点の就業状態、給与額、賞与額等をベースに年金受給額等を試算しているため、実際の金額と異なります。

全国市町村職員共済組合連合会　年金部年金企画課
☎03-5210-4607 （9時～17時（土・日・祝日を除く））

相談窓口（Webサイト用）

全国市町村職員共済組合連合会ホームページからもアクセスいただけます。
24時間365日利用可能（サーバーのメンテナンス時を除く）

地共済年金情報Webサイト 検 索

地共済年金情報Webサイトにアクセス

ご利用申込み
（基礎年金番号・氏名・生年月日等を入力する）

ユーザー ID通知書受領

ログイン

◆ご利用申込みの簡単な流れ
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